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abstract 
WAN connection line of the Tohoku Institute of Technology had connected to the Internet via the TOPIC and 
SINET.  For SINET4 shift to SINET5 in 2016, the WAN connection line, it had to connect directly to the SINET 
DC.  Campus network core system and infrastructure server system of Tohoku Institute of Technology was re-
placed in April 2015. At the replace of infrastructure server system, the system design incorporates a broadband 
connections and WAN connection line to the SINET DC.  A result of analyzing the traffic on the WAN connec-
tion line, it became clear that there were many ratios of communication of the update of the OS.  The WAN con-
nection line was used to the limit of the ability.  The traffic jam of the WAN connection line traffic became se-
verely than before.  Traffic of the OS update, had caused the failure in the connection line.  At the time of OS 
update, an alert occurred on the Internet VPN line with the satellite campus. 
Under the managed of Information Network Center, the WAN connection line was changed to the SINET DC 
direct connection with broadband line.  As a result, the WAN connection line became the bandwidth of 1Gbps. 
We will analyze of the WAN connection line traffic and continue the measurement of the WAN connection line 
amount of traffic in future. 
 
1.  はじめに 
東北工業大学は，「東北学術研究インターネ
ットコミュニティ(Tohoku Open Internet Com-





て，各県の NOC(Network Operation Center)を中
心に大学・高専・学術研究機関等のネットワー
クを相互接続し，国立情報学研究所の学術情報
ネットワーク(Science Information Network 
4:SINET4)[2](以下 SINET)への接続環境を提供
してきた。SINET は 2016 年度から SINET4 から
SINET5 に移行する。これに伴いノード校が廃





年度までの SINET DC への直接接続の移行につ
いて，説明がなされた。 















連して，「SINET5 第 1 期 アクセス回線共同調
達[4]」をおこなった。これは，SINET5 への各













し，独自に SINET DC までのアクセス回線を調
達することとなった。特に本学では，WAN 接
続回線のトラフィックの増加[5]や機器の老朽
化などの理由から，2015 年度中に TOPIC 接続
から SINET 接続への変更が必要であった。その














ン学部の 2 学部 8 学科，大学院は博士前期課程と
博士後期課程について 2 研究科 7 専攻で構成され
る。「八木山キャンパス」と，「長町キャンパス」

























































2.4 TOPIC 接続の WAN 環境 
 








ネットワークの WAN 接続回線は，本学学内 LAN
から TOPIC[1]，SINET[2]を経由してインターネッ
トに接続されていた。2015 年 4 月以降の TOPIC
接続時の本学の基幹ネットワークおよび WAN 接
続ネットワークの概要を図 2 に示す。 
TOPIC ネットワークとのアクセス回線は，商用























































































ックについて，解析をおこなった。2014 年 9 月 2
日のアプリケーション毎のトラフィックの割合



















の 2015 年 10 月 7 日のトラフィック量（図 5, 6）
と，当日である 2015 年 10 月 14 日のトラフィッ
ク量（図 7, 8）を測定し，比較をおこなった。図











































図 4 アプリケーションによる 
トラフィック量の割合（OS アップデート時） 
 
図 5 1 日のトラフィック量の変化 
WAN から学内（通常時） 
 









で表している。図 5 と図 7 は WAN から学内ネッ
トワークへのトラフィックの測定値であり，図 6
と図 8 は学内ネットワークから WAN へのトラフ
ィックの測定値である。本学の WAN から学内ネ
ットワークへのトラフィックは，業務や講義が始




図 5 と図 7 を比べてみると，Microsoft 社のセキ
ュリティ情報公開日である図 7 の方が全体のトラ
フィック量が多いことがわかる。特に 12 時頃か
ら 17 時頃にかけては，ほぼ WAN アクセス回線の
最大帯域の 100Mbps を使い切っている。 














ワークと接続している（図 2, 9）。商用 100Mbps
ベストエフォートの回線を用いてインターネッ
ト接続されており，本学へはインターネット，











図 7 1 日のトラフィック量の変化 
WAN から学内（OS アップデート時） 
 
図 8 1 日のトラフィック量の変化 



















図 9 一番町ロビーの Internet VPN 接続 


























の 2015年 10月 7日のトラフィック量（図 5, 6）
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SINET DC に直接接続した，本学の WAN 接続
環境を図 10 に示す。TOPIC 接続時の図 2 と比べ
ると，Firewall + IPS の上流の Virtual Router から上
流部分が変更になっていることがわかる。 
WAN 接続回線も 100Mbps から 1Gbps に帯域が







5.  まとめ 
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